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芝浦工大(教養物理) 広 田 徹
Mott& Twosel)及び Mott2)は次の conjectureを行なった｡ 『一次元
random 系の固有関数はすべて localizeする｡しかし多次元系の固有関数は､ en-
ergyband内でmobility edgeと名付けられる値を境い目として localized
regionとextended regionとに分けられる｡』この conje.ctureはAnderson3)
が random spin系のnon-diffusionを示 した 1958年の論文に基 くものであ
るが,問題についてはっきりした結論は得られていない｡一次元系に･jいて
Borland4)､Motsuda良 Ishii5)､Hori-&Minami6-)等により理論的に
も数値解析の上からも可成 りの所迄調べられているがMottの conjecture､が正 しい
か否かという点になると明確な解答はない-ように思われるム そこで一次元のKronig-
penneymodelを取上げ､ transfermatrixの性質を使い､ localized so-






N n十 l ∩-- -- -- 1 o
ポテンシャルをⅤ(Ⅹ)-ZVn∂(冗- xn)とするとⅩ nとⅩ n+1との間の波動関数
サ(Ⅹ)は
桝 Ⅹ)-ane ik(x-Ⅹn) + bne- ik(Ⅹ-Ⅹn) (1)










が得 られる｡M(N-1, 0)はN個の transfermatri-xの積でunimodular性
を持った CayleymatrixであることがわかるoI(-1,-N/)はM(-1, -N′二
の逆マ トリックスである｡ localized solptionの条件は,
lim aN = lim bN- 夫imj!- N′ 〒 去)竺 £-N′ = ON→∞ N→oo
でなければならないので
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三 次 元 無秩 序 系 に於 け る局 在 度 Ⅰ
北 大 理 藤 田 武 彦
§1 序 論
前論文 1)では三次元An 占｡rs｡nmod,｡lに於いて局在変 L(E)をGr｡｡n関数の
非対角要素の比の対数 (アンサンブル )平均で定義した｡他方､Thouless2) 琴一次
元Andersonmodelに対して両端の振幅の積の幾何平均の対数で固有状態の fal1-
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